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第13回目 

第14回目 

第15回目 

第16回目 

第17回目 

第18回目 

第19回目 

第20回目 

第21回目 

第22回目 

第23回目 

第24回目 

第25回目 

第26回目 

第27回目 

第28回目 

第29回目 

第30回目 

割合

予習・復習を必ずやること。辞書・電子辞書を必ず持参すること。　これはmustです。　食べ物・飲み物持ち込み禁止。

発表内容（態度含む） 適切な内容を、誰もが理解できるように明瞭に大きな声で発表している。

その他

English Writing for Global Communication (金星堂）

教科書と参考図書

履修上の留意点・ルール

Chapter 15  Health and Dieting 健康とダイエット　⇒原因や根拠を示す(1)

授業参加態度
授業に集中し、疑問があれば積極的に質問する。授業が活気のあるものになるように貢献
する。

評価の領域 評価の基準

Chapter 12 Sports and Entertainment スポーツと娯楽

PART 2  議論をする　Chapter 13  Education Issues 教育問題　⇒主張を述べる(1)

Chapter 13　Education Issues 教育問題　⇒主張を述べる(2)

成績評価の方法と基準

レポート

調査報告書

小テスト
毎回、授業の始めに前回の授業の内容の習熟度を確認するため口答試験や筆記の小テスト
を実施する。

試験 筆記試験で学習成果を確認する。

Chapter 14  The Environment and Our Life 環境問題とわたし達の生活　⇒論点を明らかにする(1)

Chapter 14  The Environment and Our Life 環境問題とわたし達の生活　⇒論点を明らかにする(2)

Chapter 15  Health and Dieting 健康とダイエット　⇒原因や根拠を示す(2)

Chapter 16  Religions and Customs 宗教としきたり　⇒比較対照する・例を示す(1)

Chapter 16  Religions and Customs 宗教としきたり　⇒比較対照する・例を示す(2)

Chapter 17  Marketing and Economics 流通と経済　⇒賛否を述べる(1)

Chapter 17  Marketing and Economics 流通と経済　⇒賛否を述べる(2)

Chapter 18  Society and Its Problems 社会の諸問題　⇒議論の方向を示す(1)

Chapter 18  Society and Its Problems 社会の諸問題　⇒議論の方向を示す(2)

Chapter 19  Media and Journalism メディアとジャーナリズム　⇒条件を付ける・妥協をする(1)

Chapter 19  Media and Journalism メディアとジャーナリズム　⇒条件を付ける・妥協をする(2)

Chapter 20  Society in the Future 未来社会とわたし　⇒議論をまとめる(1)

Chapter 20  Society in the Future 未来社会とわたし　⇒議論をまとめる(2)

授業での学習した事柄の分析と整理・まとめ

佐野短期大学シラバス2014

単位数 履修上の制限

2単位 選択 特になし

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

本館２階 授業中に指示します

第1回目 

第2回目 

第3回目 

第4回目 

第5回目 

第6回目 

第7回目 

第8回目 

第9回目 

第10回目 

第11回目 

第12回目 

曜日・時限

別途、時間割参照

オフィスアワー

火曜日・水曜日11：00～16：00(授業
時間を除く）

（週２回授業）

授業の性格

Chapter 9 Romance, Dating and Marriage 恋・デート・結婚

Chapter 7 My Campus Life 学生生活

Chapter 8 My Kind of Career こんな仕事がしたい

Chapter 10 Fashion and Trends ファッションとトレンド

Chapter 11 Travel and Correspondence 旅と便り

①これまでの文法知識を確かなものにできる。
②多くの表現法を身につけ、会話を楽しくできる。
③英作文とスピーキング力へと繋げることができる。
④手紙やEメールが書くことができる。

ガイダンス・概要説明　　　(担当：佐藤秀一）

Chapter 5 My Likes and Interests こんなことが好き

Chapter 6 The Joy of Shopping 楽しいショッピング

Chapter 3 My Family 家族を語る

Chapter 4 My Town and Neighborhood わが町を語る

授業の形態

演習

特になし

佐藤秀一

英作文
1年 後期

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講しておくことが望まれる科目

科目名
開講年次 開講学期

Course　Name

学習の成果（学習成果）

授業のスケジュールと内容

特になし

担当者に関する情報

授業の概要
海外はもちろんのこと、国内でも国際化され、英語を使う機会が多くなっています。英会話を楽しむだけではなく、身近なこ
と、社会問題等について、自分の思いや考えをスムーズに｢自分の立場｣で明確に述べ、表現できる発信型の英語を学びます。
そして、スピーキングへとつないでゆきます。

授業は徹底した演習形式で、それぞれの課２回の授業で学習します。模範となる英文を自然と口から出るようになるまで暗誦
します。前もって学習範囲と発表者を当てておき、また、毎回、授業の始め前回の授業の習熟度を確かめるための小テストを
実施するので、予習、復習が授業に臨むに当たっての必須条件です。

氏名

授業の目標

PART 1  自らを語る　Chapter 1 Talking about Myself はじめまして

Chapter 2 A Day in My Life　わたしの一日

①自分の意見や考えを英語で表現できるようにする。
②文法の基礎知識をしっかり身に付けることができるようにする。
③単語、イディオム等をbuild upできるようにする。
④スピーキングへと繋げることができるようにする。

授業の方法




